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ると共に、高血圧自然発症ラットを用いた ln V1VO の系で、血圧上昇抑制効果を検証した。阻害活性(lC50) は、 2.7
μM であり、 50 mglkg の腹くう内投与で血圧上昇抑制効果を示した。
第 3 章では、小麦佐芽に多く含まれるミネラル(特に亜鉛)に着目した。小麦匪芽を、酵素によって可溶化した後、
pH を変化させることで、亜鉛を多く含んだ小麦脹芽エキストラクトを沈殿させ分離、回収することを試みた。小麦

















ている。 In vitro の系で阻害活性の高いペプチドを単離、精製することを試み、各種クロマトグラフィーにより、強
い阻害活性を有するトリペプチドを単離・精製、ペプチドの構造を決定(Ile-Ala-Pro) することに成功、阻害活性 (IC50:
2.7μM) を明らかにしている。高血圧自然発症ラットを用いた ln V1VO の系で、血圧上昇抑制効果の検証を試み、
50 mg/kg の腹くう内投与で血圧上昇抑制効果を示すことを明らかにしている。
(3) 小麦怪芽を、各種酵素によって可溶化した後、 pH を変化させ、ミネラルを多く含んだ成分を沈殿させること
で、亜鉛豊富な小麦匹芽エキストラクト (1500 ppm 以上の亜鉛を含有)の工業的分離・回収方法を確立している。
また、亜鉛豊富な小麦匹芽エキストラクトを、ラットに長期間摂取させて亜鉛の生体利用性を検討、無機亜鉛と同様
に利用されることを明らかにしている。
(4) グ、ルテンペプチドは、界面活性能を生かした化粧品用(シャンプ一、リンス)の素材、グルタミン豊富な経腸
栄養剤用の素材として実用化されている。また、亜鉛豊富な小麦匪芽エキストラクトも経腸栄養剤用の素材として実
用化されている。
以上のように、本論文は、酵素を用いて小麦から新しい機能を有する素材を工業的に製造する方法を確立、実証し
ており、酵素工学、応用生物工学、食品科学工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として
価値あるものと認める。
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